
森林資源を通して持続可能なビジネスを描く分科会
～新潟県の豊かな森林資源を守り育て、未来に受け継ぐために何ができるか考えませんか？～

SDGsにいがた共催

新潟県を取り巻く環境と課題

◆県産材利用の減少：県の木材生産額はこの30年で約6分の1に減少。多様な需要に応えられる素材生産

が必要になっている。

◆市場競争力の不足：素材需給のマッチングや新技術の導入など、森林資源が循環利用される仕組みを整え、

競争力を生み出していかないといけない。

◆ウッドショック：全国的に輸入木材の価格高騰と供給不足が発生しており、本県においても、輸入木材の入荷

遅れなどが発生している。

これからの持続可能な未来を考えるときに、これまでの枠を超えた発想、そして異業種、他業界との協働が必須で

す。今回は、『持続可能な森林資源』を題材に、新潟県の企業同士だからこそ考えられる強みを相互に生かし、

自組織と自県の持続可能性について、SDGsという考えをもとに議論する機会を創ります。

プログラム概要

応募対象：SDGsに取り組みをしている、またはこれから取り組みを始める組織様

定員：50名様を想定(参加自由)

参加費：無料

実施期間：2021年9月～2022年2月を想定(各回14:00～17:00×6回)

会場：新潟メディアシップ 2F  日報ホール

募集期間：2021年9月6日～2021年9月29日

事務局： (株)新潟日報社、 (株)ナレッジライフ、㈱ビジネスコンサルタント(BCon)

プログラムのねらい

1

２

■新潟県の豊かな森林資源を守り育て、未来に受け継ぐことができる循環型のビジネスを考える

森林資源について現状を把握し、解決すべき課題について理解を深める

プログラムの目的

3 他業界、異業種との意見交換を通じて、業界や自社の常識を見つめなおす機会とし、

新たなネットワーク創出の機会とする

4

森林資源において、持続可能な循環型システムについてアイディアを出し合い、発想を広げる

自組織に置き換えて、できることを考えるためのフレームや考え方を学習する

等を予定。



プログラムのKey Wordとアジェンダ予定（3時間×6回を予定）

①第1回：森林資源の課題から、SDGs・サステイナブルの理解を深める対話会(9月30日)
・森林資源の観点からSDGs・サステイナブルについて考える(SDGs・サステイナブルを正しく学習する)
・森林資源の課題の中で解決すべきテーマを設定する

②第2回：森林資源の有効活用について考える対話会 その1(10月25日)
・これまでの業界の枠を超えて、柔軟な発想でアイディアを考えてみる(アイディアを広げる考え方を学習する)

③第3回：森林資源の有効活用について考える対話会 その2(11月29日)
・これまでの業界の枠を超えて、柔軟な発想でアイディアを考えてみる(アイディアを広げる考え方を学習する)

④第4回：森林資源が循環するビジネスを考える対話会(12月16日)
・サプライチェーンで考える(サプライチェーンで考えるフレームワークを学習する)

⑤第5回：異業種、異業界で創発・協働してできるビジネスについて考える対話会(1月17日)
・自社の強みを活かせるか考える(オープンイノベーションで考えるフレームワークを学習する)

⑥第6回：私たちが今日から取り組めることについて考える対話会(2月21日)
・提言書としてまとめる

BConがサステイナブル経営に着目する理由、国際NGO「The Natural Step」とのパートナーシップ

創発・協働異業種・他業界持続可能性
(サステイナビリティ)

-Key Word-

※いづれの回も14:00～17:00


